
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
始
ま
っ
た

欧
州
銀
行
へ
の
逆
風

金
融
危
機
以
前
の
欧
州
銀
行
は
、

積
極
的
な
買
収
戦
略
に
よ
り
資
産
規

模
を
急
拡
大
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
経
営
環

境
の
悪
化
に
よ
っ
て
、
こ
の
拡
大
戦

略
が
裏
目
に
出
て
お
り
、
収
益
面
で

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

う
え
、
欧
州
債
務
危
機
に
よ
っ
て
収

益
性
が
一
段
と
悪
化
し
、
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
の
導
入
に
よ
っ
て
資
金
利

益
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
今
年
２
月
に
起

こ
っ
た
欧
州
株
式
市
場
の
急
落
は
、

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
欧
州
銀
行
経

営
に
も
た
ら
す
懸
念
を
あ
ら
た
め
て

浮
き
彫
り
に
し
た
。
そ
の
引
き
金
と

な
っ
た
の
は
、
欧
州
銀
行
が
発
行
す

る
偶
発
的
転
換
社
債
（
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ

ｓ
）
に
対
す
る
信
用
不
安
だ
。
世
界

経
済
が
景
気
後
退
に
向
か
う
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
不
安
と
相
ま
っ
て
、

欧
州
株
式
市
場
に
動
揺
が
広
が
っ
た
。

２
月
に
起
こ
っ
た
信
用
不
安
の
再
燃

は
、「
欧
州
銀
行
セ
ク
タ
ー
は
い
ま

だ
脆
弱
で
あ
る
」
と
の
懸
念
を
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
強
く
意
識
し
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

欧
州
銀
行
が
抱
え
る

問
題
点

各
国
銀
行
の
財
務
諸
表
を
さ
ま
ざ

ま
な
切
り
口
で
分
析
す
る
と
、
欧
州

銀
行
の
経
営
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
欧
州
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
を
導
入
し
て
い
る
主
要
国

の
大
手
行
の
財
務
諸
表
を
分
析
（
図

表
１
）
し
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
の
大
手
行
の
財
務
諸
表
と
比

較
（
図
表
２
〜
９
、
42
ペ
ー
ジ
）
す

る
こ
と
で
実
態
把
握
を
試
み
た
。

分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
欧
米
の
大

手
31
行
（
お
も
に
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
ｓ
）

を
抽
出
し
、
財
務
諸
表
の
各
項
目
の

日
本
銀
行
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
導
入
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
す
で
に
同
政
策
の
も
と
に
あ
る

欧
州
銀
行
の
経
営
実
態
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
欧
州
銀
行
は
、
不
正
行
為
に
対
す
る
罰
金
や
リ
ス

ト
ラ
費
用
が
収
益
を
圧
迫
し
、
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
影
響
か
ら
資
金
利
益
の
落
ち
込
み

が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
欧
州
銀
行
は
成
長
性
が
見
込
め
な
い
地
域
か
ら
の
撤
退

や
コ
ス
ト
削
減
を
強
い
ら
れ
、
事
業
の
整
理
・
統
合
が
加
速
し
て
い
る
。
今
後
、
マ
イ
ナ
ス
金
利

政
策
が
導
入
さ
れ
た
邦
銀
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
と
な
る
こ
と
は
十
分
に
予
想
さ
れ
る
。
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数
値
を
対
象
国
・
地
域
ご
と
に
合
算

し
て
算
出
し
た
。
内
訳
は
ユ
ー
ロ
圏

８
行
、
ス
イ
ス
３
行
、
デ
ン
マ
ー
ク

３
行
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
４
行
、
イ
ギ

リ
ス
５
行
、
ア
メ
リ
カ
８
行
で
あ
る
。

問
題
点
①  
リ
ス
ト
ラ
経
費
・

 
訴
訟
費
用

ド
イ
ツ
な
ど
ユ
ー
ロ
圏
の
大
手
行

は
、
米
銀
が
成
功
し
た
ウ
ェ
ル
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
に
注
力

し
て
き
た
が
、
高
額
報
酬
な
ど
高
コ

ス
ト
体
質
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
他

国
と
比
較
し
て
も
過
去
５
年
間
の
経

費
（
販
管
費
・
そ
の
他
営
業
費
用
）

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
（
12
・
７
％
増
、
図
表
１
、
図
表

２
）。
こ
う
し
た
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行

の
コ
ス
ト
効
率
の
悪
さ
に
加
え
、
罰

金
や
訴
訟
費
用
の
急
増
な
ど
も
収
益

性
低
下
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
原
因

と
な
っ
て
い
る
（
図
表
３
）。

さ
ら
に
、
与
信
コ
ス
ト
（
貸
倒
引

当
金
繰
入
額
）
の
減
少
率
（
23
・
０

％
減
、
図
表
１
、
図
表
４
）
が
相
対

的
に
小
幅
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

も
、
業
績
低
迷
の
一
因
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
不
良
債
権
処
理
の
巡
航
速

度
を
高
め
る
こ
と
が
、
銀
行
の
収
益

性
改
善
、
ひ
い
て
は
実
体
経
済
の
回

復
に
最
も
効
果
的
で
あ
る
が
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
早
急
に
不
良

債
権
処
理
に
踏
み
き
っ
た
米
銀
と
の

違
い
が
鮮
明
と
な
り
、
い
ま
だ
に
ユ

ー
ロ
圏
銀
行
全
体
で
は
ア
メ
リ
カ
の

２
倍
以
上
の
不
良
債
権
を
抱
え
て
い

る
。

問
題
点
② 

規
制
対
応

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
に
代
表
さ
れ
る
規
制

強
化
の
動
き
に
対
し
て
、
欧
州
銀
行

は
資
本
増
強
や
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
の

圧
縮
に
よ
っ
て
な
ん
と
か
対
応
し
て

き
た
が
、（
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
等
の
）
次
世

代
の
規
制
強
化
に
伴
う
資
本
調
達
は

限
界
に
差
し
か
か
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
背
景
か
ら
、
欧
州
銀
行
で
は
資

本
負
担
が
重
く
、
か
つ
高
リ
ス
ク
の

伝
統
的
な
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
業
務
か
ら

撤
退
し
、
資
本
負
担
が
少
な
く
、
低

リ
ス
ク
の
リ
テ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
（
ウ

ェ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
）
へ
の
シ

フ
ト
が
続
い
て
い
る
。

欧
州
債
務
危
機
以
降
、
欧
州
銀
行
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〔図表１〕 欧州マイナス金利主要導入国の財務諸表の推移
（単位　％）

基本項目

スイス ユーロ圏 スウェーデン デンマーク

債務危機
前後比増減

（2010年→
15年比）

マイナス
金利導入

前後比増減
（2014年→

15年比）

債務危機
前後比増減
（2010年
→15年比）

マイナス
金利導入

前後比増減
（2014年
→15年比）

債務危機
前後比増減
（2010年
→15年比）

マイナス
金利導入

前後比増減
（2014年
→15年比）

債務危機
前後比増減
（2010年
→15年比）

マイナス
金利導入

前後比増減
（2014年
→15年比）

総預金 23.0 ▲ 5.2 18.0 11.6 27.4 ▲ 4.4 8.3 5.1
貸出金合計 24.7 ▲ 0.3 ▲ 0.3 6.9 12.6 0.8 11.9 0.9
受取利息 ▲ 25.8 1.0 ▲ 9.6 2.8 ▲ 11.5 ▲ 15.4 ▲ 15.5 ▲ 6.6
支払利息 ▲ 47.0 0.1 ▲ 15.0 ▲ 2.0 ▲ 33.9 ▲ 30.0 ▲ 29.4 ▲ 13.3
資金利益 26.7 3.1 ▲ 4.1 7.6 14.3 ▲ 1.7 ▲ 0.8 ▲ 0.9
非金利収益 ▲ 25.1 ▲ 2.8 ▲ 0.2 2.8 16.7 6.7 22.1 11.3
手数料収入 ▲ 10.4 ▲ 8.3 ▲ 1.7 3.3 26.6 6.4 34.6 6.9
販管費・その
他営業費用 8.8 7.1 12.7 6.4 0.5 ▲ 2.7 12.4 12.7

貸倒引当金
繰入額 – – ▲ 23.0 ▲ 3.1 ▲ 48.0 ▲ 9.9 ▲ 90.6 ▲ 76.7

税引前利益 ▲ 79.2 ▲ 51.1 ▲ 28.6 3.3 49.9 2.9 180.1 80.9
預証率 100 54 73 71 50 48 55 72
預貸率 77 76 123 103 214 229 214 229
（出所） 　Bloombergから大和総研作成（以下、図表2、3、4、6、7、9も同じ）。



は
個
別
商
品
ご
と
の
収
益
性
を
拡
大

す
る
と
い
う
よ
り
は
、
顧
客
と
の
密

接
な
関
係
に
よ
り
総
合
サ
ー
ビ
ス
で

シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、
収
益
性
を
追
求

す
る
経
営
に
舵
を
切
っ
て
い
る
。
世

界
中
に
支
店
を
展
開
す
る
こ
と
が
、

高
収
益
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

規
模
よ
り
も
顧
客
と
の
継
続
し
た
関

係
を
重
視
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
た
め
２
０

１
５
年
は
好
調
な
欧
州
銀
行
も
含
め

て
再
度
リ
ス
ト
ラ
が
相
次
い
だ
。

機
関
投
資
家
向
け
の
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

（F
ixed

 In
com

e, C
urren

cy 

and C
om

m
odity

：
金
利
、
為
替

お
よ
び
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
）
業
務
で
は
、

顧
客
か
ら
の
手
数
料
が
大
幅
に
低
下

し
た
折
に
導
入
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ス
金

利
政
策
が
収
益
力
低
下
に
拍
車
を
か

け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と

Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
部
門
は
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

を
多
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
（
注
）

で
あ
り
、
過
剰
な
シ
ス
テ
ム
投
資
や

そ
れ
に
伴
う
人
員
増
で
収
益
率
が
悪

化
し
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
導
入

し
て
い
な
い
イ
ギ
リ
ス
の
金
融
街
シ

テ
ィ
で
も
大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
を
実

施
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
ホ
ー
ル
セ

ー
ル
業
務
で
は
、
Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
や
現
物
株
の
執
行
な
ど
の
手

数
料
ビ
ジ
ネ
ス
に
傾
斜
し
、
そ
れ
以

外
は
ノ
ン
コ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
リ

ス
ク
ア
セ
ッ
ト
の
売
却
を
進
め
て
い

る
。
た
だ
し
、
資
本
負
担
が
少
な
い

業
務
は
競
争
も
厳
し
く
、
あ
る
程
度

の
収
益
性
を
確
保
す
る
に
は
市
場
シ

ェ
ア
が
必
要
と
な
る
。
多
く
の
欧
州

銀
行
が
同
じ
方
向
を
目
指
し
て
い
る

た
め
、
敗
者
に
回
る
銀
行
が
圧
倒
的

に
多
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

問
題
点
③ 

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
実
施
し
て

か
ら
す
で
に
１
年
以
上
が
経
過
す
る

欧
州
で
は
、
必
ず
し
も
中
銀
の
思
惑

ど
お
り
の
政
策
効
果
が
現
わ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
ユ
ー
ロ
圏
で
は

銀
行
セ
ク
タ
ー
の
減
益
や
赤
字
決
算

を
契
機
に
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が

銀
行
収
益
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
た
と

い
う
論
調
が
む
し
ろ
強
ま
っ
て
い
る
。

実
際
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
導

入
を
契
機
に
、
ユ
ー
ロ
圏
の
銀
行
の

経
営
環
境
は
一
変
し
た
。
国
債
（
金

利
）
の
マ
イ
ナ
ス
利
回
り
が
常
態
化

し
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
収
益
は
圧
迫

（
図
表
５
）
さ
れ
、
通
常
業
務
の
継

続
で
は
そ
の
圧
迫
分
を
補
え
な
い
状

況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
と
く
に
、

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
下
で
最
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
の
が
、
本
業
利
益
に
相

当
す
る
資
金
利
益
の
落
ち
込
み
で
あ

る
（
図
表
６
）。
そ
も
そ
も
マ
イ
ナ

ス
金
利
導
入
前
の
金
利
低
下
局
面
で
、

す
で
に
多
く
の
欧
州
銀
行
の
受
取
利

息
が
低
下
し
て
い
た
（
図
表
７
）。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
副

作
用
と
し
て
、
行
き
過
ぎ
た
住
宅
ロ

ー
ン
貸
出
の
増
加
に
よ
り
、
住
宅
価

格
高
騰
に
歯
止
め
が
き
か
な
い
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
近
郊
の
住
宅

価
格
は
す
で
に
危
険
水
域
に
ま
で
上

昇
（
図
表
８
）
し
て
い
る
と
の
指
摘

が
多
く
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
家
計
部

門
の
過
剰
債
務
は
社
会
問
題
と
ま
で

い
わ
れ
て
い
る
。
中
銀
は
、
マ
イ
ナ

ス
金
利
の
副
作
用
へ
の
警
戒
か
ら
、

住
宅
ロ
ー
ン
貸
出
を
行
う
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
削
ぐ
政
策
の
実
施
も
示
唆

し
、
過
剰
債
務
を
促
す
市
中
銀
行
を

牽
制
す
る
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
現
象
は
、
当
然
な
が
ら
、

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
下
の
日
本
で
も

十
分
想
定
さ
れ
る
。

マ
イ
ナ
ス
金
利
に
対
応
し
た 

経
営
戦
略

 

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
へ
の
対
応
と

い
う
観
点
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
が
そ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
金
融
危
機

以
降
、
と
く
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
銀
行

で
は
、
伝
統
的
な
銀
行
業
務
で
資
金

利
ザ
ヤ
を
稼
ぐ
モ
デ
ル
か
ら
、
ウ
ェ

ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
や
資

産
運
用
ビ
ジ
ネ
ス
、
Ｍ
＆
Ａ
で
の
手

数
料
収
入
に
傾
斜
す
る
経
営
へ
の
転

換
が
成
功
し
、
収
益
の
拡
大
が
顕
著

で
あ
る
。
非
金
利
収
益
（
役
務
利
益

と
そ
の
他
業
務
利
益
を
含
む
）
を
確

認
す
る
と
、
過
去
１
年
間
の
デ
ン
マ

ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
銀
行
の
伸

び
率
は
高
く
、
な
か
で
も
手
数
料
収

入
が
過
去
５
年
間
で
大
き
く
伸
び
て
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い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
そ
れ
ぞ
れ
34

・
６
％
増
、
26
・
６
％
増
、
図
表
１
、

図
表
９
）。

現
在
の
北
欧
市
場
は
、
デ
ン
マ
ー

ク
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
導
入
以

降
（
12
年
９
月
）、
リ
ス
ク
選
好
が

強
ま
り
、
株
式
投
資
比
率
が
急
激
に

上
昇
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、

ウ
ェ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス

は
20
年
ま
で
年
率
５
〜
７
％
の
ペ
ー

ス
で
拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
意
識
し
て
変
化
し
た
と
い
う
よ
り
、

市
場
環
境
が
後
押
し
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

ま
た
、
ス
イ
ス
の
銀
行
も
特
徴
的

な
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
11
年
央
か

ら
ゼ
ロ
金
利
政
策
を
採
用
す
る
ス
イ

ス
で
は
、
預
金
利
回
り
を
低
く
維
持

し
た
効
果
も
あ
り
、
む
し
ろ
資
金
利

益
は
過
去
５
年
間
で
大
き
く
増
加
し

て
い
る
（
26
・
７
％
増
、
図
表
１
、

図
表
６
）。

こ
の
背
景
と
し
て
、
す
で
に
12
年

か
ら
大
口
法
人
や
富
裕
層
の
預
金
か

ら
口
座
管
理
手
数
料
の
名
目
で
、
実

質
利
子
徴
収
に
踏
み
き
る
銀
行
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
同
時
に
リ
テ
ー
ル
預
金
が

流
出
し
な
い
よ
う
に
、
個
人
か
ら
の

利
子
徴
収
は
現
在
で
も
多
く
が
導
入

し
て
い
な
い
（
送
金
や
カ
ー
ド
な
ど

の
手
数
料
は
値
上
げ
）。
ま
た
、
住

宅
ロ
ー
ン
残
高
の
著
し
い
増
加
を
抑

え
る
た
め
に
、
長
期
固
定
住
宅
ロ
ー

ン
金
利
を
む
し
ろ
引
き
上
げ
て
い
る

こ
と
も
資
金
利
益
増
加
の
要
因
と
い

わ
れ
て
い
る
。

16
年
も
事
業
の 

整
理
・
統
合
が
進
む

最
後
に
16
年
の
欧
州
銀
行
を
俯
瞰

し
た
い
。
欧
州
銀
行
で
は
、
金
融
危

機
後
も
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
問
題
や
外
国
為

替
の
不
正
操
作
な
ど
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

が
相
次
い
だ
が
、
15
年
は
リ
ス
ト
ラ

の
断
行
と
と
も
に
多
く
の
銀
行
で
新

Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
就
任
し
、
短
期
主
義
が
は

び
こ
る
企
業
文
化
へ
の
決
別
が
始
ま

っ
た
。
大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
の
お
か

げ
で
、
事
業
特
性
が
大
き
く
変
化
す

る
と
同
時
に
、
報
酬
規
制
の
導
入
や

銀
行
セ
ク
タ
ー
に
対
す
る
厳
し
い
世

論
も
あ
り
、
短
期
的
よ
り
も
中
長
期

で
安
定
し
た
収
益
を
上
げ
る
人
材
が

昇
進
・
賞
与
の
面
で
評
価
さ
れ
る
体

制
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
16

年
に
入
り
金
融
危
機
後
の
規
制
強
化

一
辺
倒
の
ム
ー
ド
か
ら
脱
し
つ
つ
あ

る
こ
と
も
明
る
い
材
料
で
あ
る
。
株

式
投
資
へ
の
税
制
緩
和
な
ど
を
盛
り

込
む
資
本
市
場
同
盟
の
実
現
促
進
な

ど
も
そ
の
一
環
で
あ
り
、
欧
州
金
融

当
局
か
ら
の
さ
ら
な
る
締
め
つ
け
も

収
束
し
つ
つ
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
な
ど

の
膨
大
な
規
制
強
化
の
進
捗
は
遅
く
、

最
終
適
用
は
19
年
（
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
22

年
）
で
あ
る
。
ま
た
、
規
制
当
局
が

レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
と
ス
ト
レ
ス
テ
ス

ト
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
ウ

ェ
イ
ト
を
補
完
す
る
規
制
強
化
へ
と

舵
を
切
っ
た
こ
と
が
各
行
の
混
乱
を

深
め
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
投
資
や
人

員
対
応
な
ど
、
規
制
適
用
に
向
け
た

コ
ス
ト
負
担
が
引
き
続
き
重
く
の
し

か
か
る
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。

こ
れ
ら
の
規
制
強
化
が
最
終
的
に

完
了
す
る
ま
で
は
、
新
た
な
戦
略
や

経
営
リ
ソ
ー
ス
の
投
入
は
先
送
り
せ

ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え

に
欧
州
銀
行
は
成
長
性
が
見
込
め
な

い
地
域
か
ら
の
撤
退
や
、
コ
ス
ト
削

減
を
強
い
ら
れ
、
事
業
の
整
理
・
統

合
が
加
速
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

得
意
な
事
業
に
特
化
し
、
す
べ
き
で

は
な
い
こ
と
を
切
り
捨
て
る
取
捨
選

択
が
ま
す
ま
す
進
む
だ
ろ
う
。
マ
イ

ナ
ス
金
利
の
底
打
ち
が
宣
言
さ
れ
、

大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
に
メ
ド
を
つ
け

る
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
事
業
選
択

を
行
い
、
低
収
益
モ
デ
ル
を
打
開
し

て
い
く
の
か
に
注
目
し
た
い
。

（
注
） 　

株
式
と
は
違
い
取
引
所
を
通
さ
ず
相

対
取
引
が
主
の
た
め
、
い
っ
た
ん
、
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
上
に
債
券
を
計
上
す
る
。

す
げ
の
　
や
す
お

99
年
大
和
総
研
入
社
。
年
金
運
用
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
、
企
業
財
務
戦

略
部
、
金
融
・
公
共
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
部
、
資
本
市
場
調
査
部
を
経
て

13
年
６
月
か
ら
現
職
。
日
本
証
券
ア

ナ
リ
ス
ト
協
会
検
定
会
員
。
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〔図表５〕 トレーディング損益の推移

〔図表３〕 訴訟費用の推移 〔図表２〕 販管費･その他営業費用の推移

〔図表４〕 貸倒引当金繰入額の推移

〔図表６〕 資金利益の推移〔図表７〕 受取利息の推移

〔図表８〕 住宅価格の推移〔図表９〕 手数料収入の推移

（出所） 　バーゼル委員会、ＦＳＢ、Bloombergから大和総研作成。

（出所） 　Thomson Reutersから大和総研作成。


